
令和5年度「うすきプラットフォーム」について



健康的に暮らし、可能な範囲で参加し、協働ができる「持続可能なまちづくり」

臼杵市民を取り巻く生活環境の変化と対応方針について

・平均寿命の延伸

・長期にわたる経済の低迷

・雇用慣行や労働環境の変化

・少子高齢化の進展

・共同体機能（血縁、地縁、社縁）

・人生観や生活様式の変化

・対面での交流機会の減少

・成人年齢の引き下げ …等

社会全体の変化

・ライフイベント（就労、進学、恋愛、結婚、出

産、離別等）に伴う想定外の環境変化

・いじめ、差別、虐待、病気、障がい、生活困

窮、社会的孤立、災害、事故、感染症、加

齢による衰え、家族の介護といった個別

性が高く、非定型の課題

・様々な生きづらさや既存制度への適合し

にくさ …等

リスクの多様化

・全産業における労働者不足

・多様で複雑化した課題の顕在化

（ヤングケアラー、ワンオペ育児、就職氷

河期、望まない孤独や孤立…）

・気にかけ、支えあう意識の減退

・地域の人材不足

・将来への不安感

・生活における課題の複雑化 …等

身近な課題の変化

〇 日本全体の人口減少を含め、社会全体が大きく変化していますが、日々の生活の中では実感しにくく、知らず知らずのうち
に私たちの暮らしにも様々な影響が表れてきています。

〇 様々な選択肢が増えている一方で、個人が抱えるリスクが多様化、複雑化しており、これまで通りの公的な制度やサービス
の充実だけでは、生活する上での課題が解決しにくくなっています。

〇 多様な関係者が協力し、工夫する「参画と協働」を推し進めることが、地域を活性化し、持続的に発展させていきます。

健康的に暮らし、無理なく参画し、協働できる「市民が主役のまちづくり」（地域力創生）

【支える力を高めていく】

• どこに相談しても、適切な支援に

つながる分野横断的な連携体制

• 協働できる相手を増やし、多様な

参画と協働の機会を増やす

• つながりを通じた人材確保

【守る力を高めていく】

• 暮らしやすく、魅力的な地域

づくりと情報の発信

• 移住者の増加による活性化と

多様な人々の活躍の場づくり

• つながりを通じた人材育成

臼杵の将来を

見据えた

参画と協働の

まちづくり

コミュニティで地域を守る

多機関・多職種で地域を支える
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地域連携

多機関・多職種連携



日時 内容

令和4年4月19日（火）15時～
・趣旨説明「臼杵市の現状とこれからの多職種・多機関協働のカタチ」
・参加者による自己紹介
・年間スケジュール（案）について

令和4年5月17日（火）15時～
・情報交換（それぞれの取組等を共有）
・「ヤングケアラー」をテーマにした協議（現状の共有と協働できる支援体制について）

令和4年6月21日（火）15時～
・情報交換
・「地域コミュニティ」をテーマにした協議

令和4年7月19日（火）15時～
・情報交換
・事例検討会：複雑化・複合化した課題への対応

令和4年8月16日（火）15時～
・情報交換
・「障がい(児)者を取り巻く環境」をテーマにした協議

令和4年9月20日（火）15時～
・情報交換
・「高齢者を取り巻く環境」をテーマにした協議

令和4年10月18日（火）15時～
・情報交換
・「医療とヘルスアップ」をテーマにした協議

令和4年11月15日（火）15時～
・情報交換
・「若者サポートと困窮者施策」をテーマにした協議

令和4年12月20日（火）15時～
・情報交換
・「消費者被害と成年後見」をテーマにした協議

令和5年1月17日（火）15時～
・情報交換
・「子ども・子育て支援」をテーマにした協議

令和5年2月21日（火）15時～
・情報交換
・「孤独・孤立対策」をテーマにした協議

令和5年3月22日（水）15時～
・情報交換
・次年度のプラットフォーム運営について検討

令和４年度うすきプラットフォームについて

〇本プラットフォームは、分野を超えた多機関・多職種の支援関係者が集い、臼杵市の課題を共有しながら、
方向性をともにし、さらなる円滑な関係づくりを目指して、令和４年度より開催しています。

〇共有した情報については、後日、臼杵市社協のホームページにて概要や資料等を公開しており、参加者に
よる各機関での内部共有等により、より多くの支援関係者との情報共有を図っています。
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【臼杵市社協ホームページ】



令和５年度のうすきプラットフォームの運営について
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令和4年度 第12回 うすきプラットフォーム（令和5年３月22日開催）より

【誰と協働するか…】

・より現場の専門職やより地域を知る方々

・銀行など地域で市民の暮らしを支えている方々

・教育や保育といった子ども分野の方々

・中高生などの若い世代

・ＩＴ関係等のこれまでつながりが少なかった方々

【どのように協働するか…】

・広報により、認知度をあげる

・ＬＩＮＥ等を活用し、つながる・広げる

・ポイントを絞り、より専門性・相互理解を高める

・テーマによって、参加者を入れ替える

・部会を設定し、具体的な支援を検討する

（前回の検討内容）


